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周産期医療と救急医療の確保と連携に関する懇談会  

開催要綱   

現在、周産期の救急医療体制の充実が全国的に非常に重要になって  
いることから、妊産婦が安心して子供を産み・育てることができるよ  
う、早急に対策を講ずる必要がある。このため、周産期の救急医療体  
制の強化が図られるよう、周産期医療と救急医療の確保と連携の在り  

方について検討する。  

旦∴姪討事項   

（1）周産期医療と救急医療の確保の在り方  

（2）周産期医療と救急医療の連携の基本的枠組み   

（3）その他  

直二重頭重   

厚生労働大臣及び構成員（別紙）で構成する。  

や・‾車重  

（1）本会議の庶務は、厚生労働省雇用均等・児童家庭局甲子保健課と  
協力しつつ、同省医政局指導課で行う。  

（2）議事は公開とする。  
（3）本懇談会の構成員については、厚生労働大臣が委嘱する。  

5．検討スケジュール  

12月中を目途に取りまとめ予定。   



（別紙）  

構成員名簿  

「知ろう川、児医療 守ろう！子ども達」の会 代表  

昭和大学医学部救急医学講座 主任教授   
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青梅市立総合病院 救命救急センター長   

順天堂大学医学部産婦人科学講座 客員教授   

大阪大学医学部救急医学 教授   

埼玉医科大学総合医療センター総合周産期母子医療センター長   

大阪府立母子保健総合医療センター  総長   
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阿真 京子   
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嘉山 孝正   

川上 正人   

木下 勝之   

杉本   

田村 正徳   

藤村 正哲   

横田順一朗  

＜第3回懇談会参考人＞   

岡本喜代子  （社）日本助産師会 副会長   

迫井 正深   広島県健康福祉局長   

佐藤 秀平   青森県立中央病院母体・胎児集中治療管理部 部長   

照井 克生   埼玉医科大学総合医療センター 産科麻酔科診療科長  

（敬称略、五十音順）   



資料1  
第2回 周産期医療と救急医療の確保と連携に関する懇談会 議事要旨（案）  

●日時11月20日（木）18：00～20：20  
●場所 厚生労働省9階 省議室  

●出席者   

岡井座長、杉本座長代理、阿真委員、有賀委員、池田委員、海野委員、大野委員、川上   

委員、木下委員、嘉山委員、田村委員、藤村委員、横田委員、岡本参考人、迫井参考人、   

佐藤参考人   

厚生労働省）舛添大臣、渡辺副大臣、戸井田政務官、外口医政局長、村木雇用均等児童  

家庭局長 ほか   

関係省庁） 総務省消防庁、文部科学省、経済産業省  

●議事要旨   

周産期医療と救急医療の確保と連携に関して、助産師の取り組み、地域の取り組みに   

ついてヒアリングを行った。また、今後の対策について、意見交換を行った。主な意見   

は以下のとおり。  

1）ヒアリンク  

◎岡本参考人（助産師の取り組み）   

○ 助産所業務ガイドライン等による取り組み   

○ 搬送先の調整について、経験ある助産師等を活用（札幌市）   

○ 嘱託医との連携  

◎迫井参考人（広島県の取り組み）   

○ 救急搬送支援システムの改善による搬送時間の短縮   

○ 周産期救急の受入れルール、顔が見える調整、地区のサイズに応じたネットワーク  

◎佐藤参考人（青森県の取り組み）   

○ 医療機関の機能に応じた地域での役割分担   

○ 総合周産期母子医療センターでも新生児科医不足が深刻  

◎池田委員（周産期医療の現状、宮崎県の取り組み）   

○ 日本の周産期医療の成績は大幅に改善している   

○ 公務員医師の専業規定のため、地域に医師が移動できず連携体制の構築が困難   

○ 経験豊富な産科医を緊急搬送コーディネータとして活用  

◎藤村委員（新生児緊急医療の現状、大阪府の取り組み）   

○ 医師同士の顔が見える関係   

○ 往刈ICU増床、②搬送手当、医療秘書の配置、③コーディネータの配置、④在宅医療   

の充実、⑤レスバイト入院への支援 の5つの対策が必要  

－1－   



2）骨子案について議  

1．患者の病態と受入施設のマッチング  

○ 搬送先決定のための患者の病態の分類化と、それに対応した受入施設での体制の基  

準が必要ではないか。  

○ 学会の作業部会で受入基準や病態のガイドラインを策定してはどうか。  

○ 診療科のそろっている大学病院等では他科との相談体制も含めた院内での受入基   

準の作成が重要となる。  

○総合周産期母子医療センターについては、将来的に救急医療ができる体制を求める   

必要があるのではないか。  

○ どのような診療ができるか医療機関の機能を明示すべき。  

2．情報の伝達及び効果的活用  

○ 地域の実情に応じて、既存ネットワークの活用も含め、より良いシステムを検討す  

るべき。  

○ 関係者の人間関係の構築が前提となる。  

○ 患者に対しても、病状に応じてどこに連絡】相談すべきかについて方針を示すべき  

ではないか。  

○ 妊婦の場合は、まずかかりつけの産科医療機関を受診するので、搬送が必要な場合、   

かかりつけ産科医療機関が受入医療機関と調整している。その際、かかりつけの産   

科医療機関から、いかに迅速に高次医療機関に搬送できるかどうかが鍵になる。  

○ コーディネータは専門家であれば必ずしも医師でなくてもよい。コーディネータの   

質はシステムが機能するかどうかを決定する重要な要素であり、コーディネータの   

要件を決める必要がある。  

○ コーディネータは、個々の総合周産期母子医療センターにではなく、地域全体で一  

本化して置いた方がいい。  

○ 情報システムは入力側からの提供に頼るだけでなく、情報センターから医療機関に   

働きかけて情報を集めるという視点も必要。  

○ 周産期と救急の情報システムの統合が必要。周産期救急医療システムの場合、医師   

同士の情報交換が必要となり、救急医療情報システムとの統合■連携に当たっては   

留意が必要。′また、地域によっては、県単位に限定せず、広域ネットワーク（例え   

ば、首都圏）を検討する必要がある。  

⑧   



資料2  
短期目標として実現可能な対策について（骨子案）  

1．患者の病態と受入施設のマッチング  

① 病態の分類（必要な対応・処置と緊急度）   

・病態に応じた受入判断基準について実態を踏まえて検討   

・患者の病態や医療機関の体制を踏まえ、医療機関ごとに救急患  

者の受入判断基準や他科との連携体制を構築  

② 施設の機能による分類   

・施設の診療機能を明示し関係者間で共有   

・施設の診療機能に応じた受入判断基準や地域における役割分担  

の明確化  

③働促進   

・関係者間で顔が見える体制の整備を進めるため、地域の医師等  

を対象に、情報交換や事例検証のための場を設置  

2．情報の伝達及び効果的活用  

①働その迅速化   

・地域の実情に応じ、既存ネットワークの活用も含め、より良い  

システムを検討   

・医療機関の状況に応じた受入判断基準の策定  

②聯化   

・地域の実情を踏まえつつ、救急医療情報システムと周産期救急  

情報システムとを統合・連携強化   

・周産期救急情報システムは、かかりつけ産科医療機関と受入医  

療機関とが情報を共有できるシステムであることが望ましい   



・地域によっては、県境を越えて共有できる情報システムも必要  

③働ディネ一夕の配置）   
・コーディネータを地域ごとに設置   

・コーディネータは必ずしも医師でなくともよいが、質の確保の  

ため、地域医療に従事していた経験等の要件を設定  

④ 患者側との情報交換  

3．施設の機能充実と人員不足への対応  

① 病床数の適正化（特にNICUの増床）  

② 勤務環境の改善  

③ コメディカル、メディカルクラークの活用  

4．その他  

⑦   



岡本参考人提出資料  

第3回周産期医療と救急医療の確保と連携に関する懇談会  

平成20年11月25日（火）   



第3回周産期医療と救急医療の確保と連携に関する懇談会  

周産期の緊急対応・連携に関する参考意見  

＜原因＞  

（1）空ベッドがない  ①NICUが常に満床・NICUを有する施設の不足  

②NICU不足によって母体の受け入れができない  

（2）産科医師不足・新生児科医師不足  

（3）産科以外の領域への対応の遅れ  

＜対策＞  

（1）ハイリスクの空床確保対策   

①総合周産期母子医療センターは常に空床を確保し、母体緊急受け入れに対応（国等  

の公的助成が必要）   

②児の空床確保策として保育器を確保、管理する対策が必要  

（2）リスク度を考慮したベッドの適正利用  

①バックトランスファーの活用等により、地域において、ローリスク妊産婦は一次医  

療施設（診療所・助産塵）へ   

②二次・三次医療施設内におけるローリスク・ハイリスクベッド数定数化   

③院内助産所等の整備を推進し、正常は主に助産師が関わり、医師は主にハイリスク  

管理に専念する役割分担が可能  

（3）産科以外の領域の救急対応とのネットワークの整備  

＜助産師等の活用による対応＞  

（1）空床確保対策のための妊産裾婦の受け入れ  

①急性期を脱し、症状の落ち着いた妊産婦は早期に一次医療機関へ戻しケアする  

②正常な裾婦・新生児は早期退院（産裾2～3日目）し、助産師による訪問ケア、産  

後ケアセンター等でフォローする  

（2）リスク度を考慮した対応   

①ローリスク妊産婦は一次医療施設（診療所・卿は院内助産システムで、  

医師との連携のもと助産師が継続的にケアする  

（3）救急医療情報システムにおける助産師等看護職の活用   

①救急医療情報システムのオペレーターとして助産師等看護職を活用し、情報収集及  

び緊急時の情報提供、市民への対応等を実施する（救急車の適正活用に繋がる）  

（まとめ）   

現状においては、①産科医はハイリスク妊産婦への対応に集中できるよう、②高次周  

産期医療提供施設は、極力、ローリスク受け入れを最小限度に控える等ハイリスク妊産  

婦の受け入れをスムースに行える環境整備が必要である。また、その整備のためには、  

国等の公的助成が必要であり、助産師の活用が望ましい。   



照井参考人提出資料  

第3回周産期医療と救急医療の確保と連携に関する懇談会  

平成20年11月25日（火）   



第3回周産期医療と救急医療の確保と連携に関する懇談会  
2008年11月25日  

麻酔科の立場からみた   

周産期医療の課題  

埼玉医科大学総合医療センター  

総合周産期母子医療センター  

産科麻酔科診療科長、准教授  

照井 克生   



麻酔科医不足が  

周産期医療の崩壊に拍車  

毎日新聞2007年10月19日  

朝刊   

山梨県立都留市立病院に  

対して山梨大学医学部   

「安全な分娩に必要な麻酔  

科の常勤医が確保できな  

い場合，産婦人科の派遣を  

取りやめる」  

AERAwithBabyvol．2  

2007年7月   

国立病院機構長野病院より  

昭和大学産婦人科が撤退   

「麻酔科医がいないので若い  

産婦人科医が行きたがらな  

い」  

周産期医療の危機的状況を打開するために  

平成1少年12月15日，日本産科婦人科学会  

・地域で高次周産期医療を提供している病院は、診療報酬改定にお  

ける重点的評価という形で、今回その国家的な必要性が確認された  

地域周産期医療の緊急的確保のために、周産期医療に従事する現  

場の産婦人科医、新生児科医、麻酔科医の勤務条件の改善に努め  

るとともに、（「時間外救急対応手当」「時間外手術手当」「時間外分  

娩対応手当」「時間外緊急処置手当」等の形で）救急対応への適正  

な報酬を支給していただきたい．  

2   



ある地域周産期母子医療センターの例  

・大学病院の麻酔科が撤退  

・昼間のみ麻酔科医を確保  

・大学数具による夜間オンコールが禁止された  

・麻酔科医を待って常位胎盤早期剥離の帝王切   

開の開始が遅れ，児が低酸素性脳障害を負っ   

たと，新生児科部長より相談を受けた  

総合周産期母子医療センター設置基準  

（ア）施設数  

・総合周産期母子医療センターは、原則として、三次医療周に－   
か所整備するものとする。   
ただし、都道府県の面積、人口、地勢、交通事情、周産期受療状   
況及び医療施設の所在等を考慮し、3次医療圏に複数設置する   
ことができるものとする。  
（イ）診療科目  

・総合周産期母子医療センターは、産科及び小児科（母体・胎児   
集中治療管理室及び新生児集中治療管理室を有する）、麻酔科   
その他の関係係診療科目を有するものとする。  

平成15年4月21日厚生労働省雇用均等・児童家庭局発第0421001号（改定）  
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地域周産期母子医療センター設置基準  

（ア）施設数   

地域周産期母子医療センターは、総合周産期母子医療センター  
1か所に対して敷か所の割合で設けるものとし、1つ又は複数の2   
次医療圏に1か所ないし必要に応じそれ以上設けることが望まし   
い。  

（イ）診療科日   

産科及び小児科（新生児診療を担当するもの。）を有するものと   
し、麻酔科及びその他関連各科を有することが望ましい。  

（エ）医療従事者   

以下の医療従事者を配置するよう努めることが望ましい。   

a産科及び小児科（新生児診療を担当するもの。）は、それぞれ   
24時間体制を確保するために必要な職員   

b産科については、帝王切開術が必要な場合30分以内に児の   
娩出が可能となるような医師及びその他の各種職員  

周産期センターの現状  

・周産期センターを対象にしたアンケート調査（2008年3月）   

厚生労働科学研究費補助金「乳幼児死亡と妊産婦死亡の原因   

に関する分析と提言」  

（主任研究者：池田智明国立循環器病センター周産期科部長）  

・回答率   

総合周産期母子医療センター   

地域周産期母子医療センター  

3＄／60（63．3％）  

103／209（4，．3％）  

・回答した地域周産期母子医療センター103施設のうち11施設が，   
医師不足により周産期センターを返上もしくは辞退予定  
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緊急帝王切開を30分以内に可能か？  

総合周産期C  地域周産期C  

30分以内の緊急帝切   

いつでも対応可能   

日勤帯なら対応可能   

ほぼ不可能   

無回答  

律速段階（複数回答）   

手術室   

麻酔科医   

産科医   

看護師   

無回答  

麻酔科当直   

手術室兼務   

不在オンコール制  

18（47．4％）  26（ZS．Z％）  

18（47．4％）  44（47．8％）  

2（5．3％）  20（21．7％）  

0  2（2．2％）   

】2（3l・6％）  44（47．8％）  

11（28．9％）  21（22．8％）  

9（23．7％）  

‘（15．8％）  

1（ユ．6％）  

68．4％   

26．3％  

13（14．1％）  

12（13．0％）  

5（5．4％）  

ユタ．3％   

‘5．2％  

ヒヤリりヽツト事例（複数回答）  

総合周産期C  地域周産期C  

大量出血（＞2000ml）  

低血圧（＜60mmHg）  

挿菅田難  

SpO2，PaO2低下  
高血圧（＞200mmH9）  

歯牙損傷  

頻脈（＞150bpm）  

徐脈（＜40bp叫  

誤感  

心停止  

ST低下  

全脊麻  

局所麻酔薬中毒  

過量投与  

心室頻拍  

18（47．4）  
14（36．8）  
10（26．3）  
9（26．7）  
8（21．1）  
7（18．4）  
6（15．8）  
6（15．8）  
11（28．9）  
2（5．3）  
2（5■3）  

1（2．6）  
1（2．61  
1（2．6）  

1（2．6）  

24（31．5）  

19（20・6）  

17（18．4）  

12（13．0）  

13（14．1）  

10（10．9）  

10（10．9）  

12（13．0）  

3（3．3）  

3（3．3）  

5（5・4）  

3（3．3）  

2（2．2）  

1（1tl）  

0  
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脳血管障害合併妊婦の治療  

脳外科的治療  
・マンニトール／グリセオール  

・フロセミド  

・過換気  

・′くルビツレート  

・Nimodipine  

・脳低温療法  

産科的治療  
・子宮収縮薬  

・子宮収縮抑薬  

・降圧薬  

・昇圧薬  

八セ〟r〃∫〟曙わαJ〝平gCねq／  

什l甘′川J∫り、‥・Lt．W  

まとめ  

・緊急帝王切開術を30分以内に施行することが時間帯に   

よっては困難な施設は，総合周産期母子医療センターの   
52．6％，地域周産期母子医療センターの69．5％に及んだ  

・困難である理由の主なものは，手術室に空きがないことや   
麻酔科医不足（不在）であった  

・重篤な麻酔関連偶発症例の存在が示された  

・地域周産期センター設置基準に麻酔科医を一定数確保す   

るよう明記するとともに、総合周産期母子医療センターの   
実態を改善する必要がある  

・脳血管障害などの母体の救急においては、脳外科手術や   
帝王切開術の麻酔や集中管理を要するため、麻酔科医の   
必要性はさらに高くなる  
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2007年12月27日  

厚生労働省  

母子保健課長殿  

周産期センターにおける麻酔科医定員に関する要望書  

社団法人 日本麻酔科学会  

理事長 並木昭義  

要望内容  

「総合周産期母子医療センターおよび地域周産期母子医療センターの設置基準にお  

いて，24時間体制で30分以内に緊急帝王切開術を施行するのに十分な人数の麻酔  

科医師を定員とするよう，設置基準を改定する」  

要望の趣旨  

周産期医療体制の整備においては，「周産期医療対策整備事業の実施について．児  

発第488号，一部改正児発第530号，雇児発第0421001号」により，「総合周産期母  

子医療センターは，（中略）麻酔科その他の関係診療科目を有するものとする」と通知  

されている（資料1）．しかし2003年の東京女子医科大学産婦人科松田義雄教授によ  

る総合周産期母子医療センターアンケート調査では，調査した28施設中の4施設に  

おいて，夜間や休日に30分以内に帝王切開術をできる体制とはなっていないことが  

判明した（資料2）．   

さらに，地域周産期母子医療センター設置基準におい ては，「産科及び′J、児科等  

を備える」ものとされているが，麻酔科が明記されていない．加えて，医療従事者につ  

いても，「産科については，帝王切開術が必要な場合30分以内に児の娩出が可能と  

なるような医師及びその他の各種職員」と記されているものの，手術の麻酔に必要な  

麻酔科医師が設置基準として明記されていない（資料1）．このため，全国的で慢性的  

な麻酔科医師不足と相侯って，麻酔科医がいないために緊急帝王切開術を直ちに開  

始できない事例が発生している（資料2），   

緊急帝王切開術においては，予定手術よりも母児の手術・麻酔リスクが高いため，  

麻酔科専門医による麻酔が一層求められるが（資料3），麻酔科医師が不足していると  

産科医が麻酔の一部を担わねばならなくなるため，不足している産科医にさらに負担  

を強いる結果となっている．現に，ある公立病院に於いて，麻酔科常勤医が確保でき  

ないことを理由に産科医が退職した事例が報道されている（資料4）．   

このような現状を改善し，周産期における母児の安全を確保するためには，全ての  

「総合」および「地域」周産期母子医療センターにおいて，麻酔科医が緊急帝王切開  

術の麻酔を30分以内に担当できる体制を整備することが不可欠と考え，上記の通り  

要望いたします，  
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資料目録  

1．総合周産期母子医療センターおよび地域周産期母子医療センター設置基準  

日本産科婦人科学会ホームページより   

2．総合周産期母子医療センターにおける緊急帝王切開術の状況に関する調査  

東京女子医科大学産婦人科・母子総合医療センター松田義雄教授による日本  

麻酔科学会第52回学術集会シンポジウムスライド抜粋   

3．厚生省心身障害研究班（主任研究者：武田佳彦）による母体死亡調査  

NagayaK，FettersMD，IshikawaM，etal．CausesofMaternalMortalityinJapan．  

JAMA2000；283：2661－2667  

Thble 8．Obstetricians and AnesthesiologlSt Stafnngin Medical Facilities  

RenderingTreatmentDuring CriticalPeriod ofMaternalDeath Preventability，   

Japan，1991－1992   

4．都留市立病院の分娩問題  

毎日新開 平成19年10月19日朝刊   

5．周産期医療提供体制の危機的状況を打開するために  

日本産科婦人科学会声明，平成19年12月15日   

6．川島康男．日本の産科麻酔．臨床麻酔2002；26：447－452  

日本麻酔科学会認定麻酔指導病院は，日本全体の帝王切開術の25．9％のみを  

担当していると推定  
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同産期医療対策整備事業の実施について  

200Ct2003  

会員へのお知らせ  

会員各位   

次の通り厚生労働省雇用均等・児童家庭局長より通知を受けましたのでご連絡致します。  

平成15年10月   

社団法人日本産科婦人科学会会長 野沢 志朗  

‾  

雇原発第自ラ15662専  

平成15年7月15日  

吐団法人日本産科婦人科学会  

長  野沢 志朗殿  

厚生労働省雇用均等・児童家庭局長  

周産期医療対策整備事業の実施について   

標記については、平素から格段の御配意をいただいているところですが、別添平成15年4月21  
日雇児発第0421001号で、「周産期医療対策整備事業の実施について」による実施要綱を一部  
改正し、各都道府県知事宛通知いたしましたので、各地方部会等への周知徹底を図られますよ  
う、また事業の円滑な実施のためにご協力をいただきますようお願いいたします。  

平成15年4月21日  

雇児発第0421001号  

都道府県知事 殿  

厚生労働省雇用均等・児童家庭局長   

周産期医療対策整備事業の実施について  

標記にフいては、平成8年5月10日児発第488号厚生省児童家庭局長通知「周産期医療対策整備  
事業の実施について」の別添「周産期医療対策部業実施要綱」（以下「実施要綱」という。）  

により実施されているところであるが、今般、総合周産期母子医療センターの設置を促進し周  

産期医療システムの整備促進を図るため、実施要綱の一部を次のとおり改正し平成15年4月1日  

http：／／w椚叫SOg・Orjp／kaiin／html／infomation／info＿ZOoct2003J．h［ml（1／12）2007／12／271：45：06  9
 
 
 



同産期医療対策整備事業の実施について  

より適用することとしたので通知する。  

記   

1実施要綱中、「助産婦」を「助産師」に、「保健婦」を「保健士」に、「看護婦   
（士）」を「看護師」に、「准看護婦（士）」を「准看護師」に、「厚生大臣」を   
「厚生労働大臣」に改める。  

2 実施要綱の別紙「周産期医療システム整備指針」（以下「指針」という。）の第1の   
3の（1）のエ中、「第10項」を「第12項」に改める。  

3 指針の第1の6中、「第30条の32」を「第30条の32の2」に改める0  
4 指針の第2の2の（1）のりの（ア）を次のように改める。   
（ア）母体・胎児集中治療管理室及び新生児集中治療管理室の病床数は、都道府県  
の人口等に応じ総合周産期母子医療センターとしての適切な病床数を確保す  

ることを基本とし、母体・胎児集中治療管理室の病床数は6床以上、新生児  
集中治療管理室の病床数は9床以上（12沫以上とすることが望ましい）とす  

る。ただし、3次医療圏の人口が概ね100万人以下の場合にあっては、母体・  
胎児集中治療管理室の病床数は3床以上、新生児集中治療管理壷の病床数は6  
床以上とする。  
なお、両室の病床数については、以下のとおり取扱うものとする。  
a母体・胎児集中治療管理室においては、これと同等の機能を有する陣痛室  
のベットを含めて数えることとして差し支えない。ただし、この場合、陣  
痛室のペットを含めない病床数は6床を下回ることができない。  
b新生児集中治療管理室に係る病床数は、新生児用人工換気装置を有する病  
床について数えるものとする。  

5 指針の第2の2の（1）のエの（ア）を次のように改める。  
（ア）母体・胎児集中治療管理室  

a24時間体制で産科を担当する複数（病床数が6床以下であって別途オン  

コールによる対応ができる老が確保されている場合にあっては1名）の医  

師が勤務していること。  

b母体・胎児集中治療管理室の全病床を通じて常時3床に1名の助産師又は  
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平成8年5月10日  

児発第488号  

一部改平成11年6月28日  

正  児発第530号  

平成15年4月21日  

雇児発第0421001号  

各都道府県知事 殿  

厚生省児童家庭局  
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同産期医療対策整櫨事業の稟施について  

周産期医療対策整備事業の実施について   

周産期医療に係る施設の整備等については、これまで「母子保健医療施設整備事業の実施につい  

て」（平成7年4月3日児発第379号児童家庭局長通知）等により実施しているところであるが、周産  
期医療に対する需要の増加、適切な周産期医療供給の必要性の拡大専、周産期医療をめぐる諸状況  
の変化に的抑こ対応し、我が卜即こおける総合的な周塵別医療体制の確立を図り、効果的な周産別医  

要システムを構築するため、今般、別添のとおり「周産期医療対策事業実施要綱」を定め、平成8年  

月1日より適用することとしたので通知する。  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

周産期医療対策事業実施要綱  

1 目的  
この事業は、診療体制の整備された分娩環境や未熟児に対する最善の対応など、充実  
した周産期医療に対する需要の増加に応えるため、地域において妊娠、出産から新生   
児に至る高度専門的な医療を効果的に提供する、総合的な周産期医療体制を整備し、   
安心して子どもを生み育てることができる環境づくりの推進を図るものである。   

2 実施主体  
この事業の実施主体は、都道府県とする。   

3 事業内容  
（1）周産期医療協議会の設置  

ア 都道府県は、関係行政機関、医療関係団体等をもって構成する周産期医療  
協義会を設置するものとする。  

イ 周産期医療協議会においては、次に掲げる事項に関し、地域の実情に応じ  

て検討及び協議を行うものとする。  

（ア）地域の実情に応じた周産期医療体制（総合周産期母子医療セン  

ター、地域周産期母子医療センター及び搬送体制）の整備に関する  
事項  

（イ）周産期医療情報システムに関する事項  

（ウ）周産期医療関係者の研修に関する事項  

（エ）周産期医療体制整備についての調査に関する事項  

（オ）その他周産期医療体制の整備に関し必要な事項  

なお、総合周産期母子医療センター、地域周産期母子医療センター  
の整備基準については、次の「4 周産期医療システム整備に係る基  
本方針」に規定する「周産期医療システム整備指針」においてこれ  

を定める。  

（2）周産期医療情報ネットワーク事業  

http二／／wⅣWjsog・Orjp／kaiin／html／infomation／info＿20oct2003＿1・html（3／1Z）2007／12／271：45‥06   



同産期医療対策整備事業の実施について   

ア 都道府県は、周産期医療の運営に必要な情報の収集を行い、地域周産期医  

．療システムの効果的な推進を図る。また、総合周産斯母子医療センター等  
に、周産期医療情報センターを設置し、医療施設等に対する情報提供、相  

談等を行うものとする。  

イ 情報の収集  

（ア）収集する情報の種類  

－1一 診療科別医師の存否、勤務体制、手術及び処置の可否  

－2－ 病床の空床状況  

－3一 産科医療、新生児医療に関する各種項目  
－4－ その他センターとして必要な情報  

（イ）情報収集の方法  

一1－ コンピューター等による収集  

－2一 電話、FAX等による収集  
り 地域周産期医療施設等からの問い合わせに対して医療技術並びに適切な受  

入施設の選定、確認及び回答等の情報提供、相談を行う。  
（3）周産期医療関係者研修事業  

ア 都道府県は、地域周産期母子医療センター及び地域周産期医療施設等の医  
師、助産師、看護師及び准看護師に対し、周産期医療に必要な専門的・基  
本的知識、技術を習得させるための研修を行うものとする。  

イ 研修の内容は以下のとおりとする。  

新生児蘇生処置、母体救急処置等、周産期医療に関する基本手技に  
関する事項  

（ア）  

（イ）最新の周産期医療技術  

（ウ）その他周産期医療に関する必要事項  

（4）周産期医療調査・研究事業  

ア 都道府県は、‘周産期医療システムの確立のために必要な事項について調査  
研究を行うものとする。  

イ 調査・研究事項は以下のとおりとする。  

（ア）周産期搬送体制（ドクターカーの利用状況を含む0）の現状と地域の  

特殊性を考慮した搬送方法の確立  

周産期情報ネットワークの効果的活用方法及び救急医療情報セン  

ターとの連携方法  
（イ）  

（ウ）その他周産期医療に関する必要事項   

4 周産期医療システム整備に係る基本方針   

都道府県における周産期医療システムの整備に当たっては、別紙「周産期医療システ  
ム整備指針」に基づき、周産期医療供給体制の現状、今後の周産期医療需要の推移等   
地域の実情を十分勘案しつつ、関係者の意見を十分踏まえた上で行うものとする。  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
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えテム整備譜衝  周産期医療シ   

第1総論的事項   

1周産期医療システム整備の趣旨  

我が国の周産期医療は、病院及び診療所をはじめとする施設の整備、医師等の医療従  
事者の養成・確保などにより着実な進展をみ、今や乳児死亡率にっいては、世界の最高  
水準にあるなど、大きな成果を上げている。また、近年の医療を取り巻く環境には、医  
学・医術の進歩による医療の高度化、コンピューター等に関する科学技術の急速な進歩  
と普及等大きな変化がみられる。一方、我が国においては、産科分娩施設での人員配置  

や検査能力における施設間格差があり、また、平日と夜間及び休日との格差が大きいこ  
と、未熟児出生の増加に伴い、新生児医療を担う専門施設の整備が急務となっているこ  
と、また、周産期医療の中でも、医師の管理下における母子の救急搬送や医療施設相互  

間の連携等情報の伝達が必ずしも十分でないこと、さらに医療施設の機能に応じた整備  

が不十分であることなど、周産期医療体制に多くの課題を抱えている。  

このような状況の中で、地域においては、周産期医療に係る人的・物的資源を充実し、  

高度な医療を適切に供給する体制を整備することが要請されている。   

このため、都道府県において、医療関係者等の協力のもとに、地域の実情に即しつ  

つ、限られた資源を有効に生かし、将来を見据えた周産期医療システムの整備を図り、  

これに基づいて地域における周産期医療の効果的な提供を図るものである。   

周産期医療システムの位置付け及び性格  

（1）周産期医療システムは、母子保健法（昭和40年法律第141号）第20条の2に規定  
する医療施設の整備の一環として位置付けられるものであり、都道府県において  

保健医療関係機関・団体の合意に基づき、周産期医療体制の基本的方向を定めた  
上で整備するものである  

（2）周産期医療システムは、充実した周産期医療に対する需要の増加に対応するた  
め、同産別に係る保健、医療の総合的なサーゼスの提供を行うものとして整備さ  

れる必要がある。  
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3周産期医療システム整備手順   

（1）周産期医療協議会の設置  

ア 都道府県は、周産期医療システムを整備するために周産期医療協義会を設置  
し、一同協議会の意見を十分反映させる。  

イ 周産期医療協議会は、周産期医療システムの整備及び推進上重要な関係を有  
する者を中心に構成されることが望ましく、例えば、保健医療関係機関・団  
体の代表、地域の中核となる周産期医療施設において周産期の診療を現に担  
当している医師、学識経験者、都道府県・市町村の代表等により構成するこ  
とが適当である。  

り 周産期医療協議会は、周産期医療体制の内容及びその整備に必要な調査事  
項、周産洞医療情搾システム並びに周産期医療関係者の研修等、周産朔医療  

体制の確立に必要な事項について協義する。  

周産期医療協議会につい七は、医療法（昭和23年法律第205号）第30条の3  
エ 第12項に規定する都道府県医療審議会の専門部会として位置付けることを考  

慮するなど、都道府県医療協議会と密接な連携を図る。   

（2）総合周産期母子医療センターの指定及び地域周産期母子医療センターの認定  
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周産期医療対策莞備事業の実施について  

都道府県は、本指針の各論的事項第2の1に定める施設、設備及び機能等を有する  

医療施設を総合周産期母子医療センターとして指定し、地域周産期医療システム  

の整備を行う。また、本指針の各論的事項第2の2に定める施設、設備及び機能等  

を有する医療施設を地域周産期母子医療センターとして認定し、都道府県におけ  

る周産期医療システムの運営に協力を求める。   

（3）周産期医療システム作成後の手続き  

周踵期医療システムの内容を定めたときは、遅滞なく厚生労働大巨封こ提出するも  
のとする。   

（4）他計画等との関係  

周産期医療システムの整備については、医療法第30条の3に基づく医療計画の一  
部として位置付けることが望ましい。また、医療確保に関する事項を定めた他の  
計画セの調和が保たれるようにするとともに、公衆相生その他周産期医療と密接  

に関連を有する施策との連携を図る必要がある。なお、周産期医療システムの基  
本的事項を医療計画の一部として位置付けようとする際には、これを受けた個別  
具体的な内容を別途定めることができる。   

4周産期医療システムの整備にかかる調査分析  

周産期医療システムの効果的な整備を促進するためには、地域の周産期医療施設、マ   
ンパワーの状況、医療機関の連携状況等を調査するとともに、同調査に基づき、体系的   

なシステム構築の在り方を研究、検討することが重要である。  

このため、都道府県においては、周産期医療システムを整備するに当たり、次の事項   

について必要な調査、研究を行うものとする。   

（1）調査事項  

周産期医療に係る医療施設  

所在地、診療科目、診療設備（母体・胎児集中治療管理室、新生児集中治療  
管理室、ドクターカーの保有状況）、病床数、分娩数等の診療内容及び診療  
体制等  

イ 周産期医療に係るマンパワーの状況  

医師、薬剤師、助産師、保健師、看護師、准看護師等の数及び勤務体制等  
ウ 周産期医療に係る医療機関の連携状況  

患者の紹介、病院の開放及び医療機器共同利用の状況、地域における関係団  
体の活動状況等  

工 周産期救急医療の実施状況  

母体搬送、新生児搬送など周産期救急患者取扱数、救急車出動件数、急患者  

搬送状況、救急医療情報システム等  

オ その他、周産期医療システムの整備に閲し必要な調査事項救  

（2）研究及び検討事項  

ア 現在の周産期救急搬送体制（周産期におけるドクターカーの  利
 
休
 
用
 
 

利
 
 

な
 
 

効
 
 

有
 
 

を含む。）の問題点と地域甲特殊性を考慮した搬送体制の確立  

イ周産期医療情報ネットワークの確立及び効果的活用方法、救急医療情報セン  

ターとの連携方法  

り地域周産期母子医療センター、周産期医療施設の医療従事者に対する効果的  

な研修体制、対象及び内容等  

エ その他周産期医療の整備に関し必要な事項   

5周産期医療システムの推進に係る留意事項   

（1）適切な推進体制の整備  

h叩：／／w椚呵SOg・Orjp／kaiin／html／infomation／infop200Ct2003－1．html（6／12）ZOO7／12／271：45＝06  
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同産期医療対策整備事業の実施について  
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周産期医療システムの推進に当たっては、医療従事者の養成、関係団体との連  

携・協力、財政的な裏付け等の条件整備に十分留意し、システムの内容が地域の  

実情に即して妥当なものとなるように配慮する。  

（2）医療施設相互間の機能分担及び連携  

地域におらナる周産期医療機関、地域周産期母子医療センター及び給合周産期母子  
医療センター相互間の緊密な連携を図ることにより、それぞれの施設の果たして  
いる機能に応じ適切な医療が供給されるように配慮する。また、患者の重症度や  
回復状況f引こ応じ、適当な医療施設に盟者が委ねられるように辿挟を図る。  

（3〉小児専門医療施設及び特定機能病院の役割  

小児専門医療施設及び特定機能病院は、総合周産期母子医療センター、地域周産  
期母子医療センター及び関連各科との連携のもとに専門的医療を行い、必要に応  
じ医療法第30条の3第2項第2号に規定する区域（以下「3次医療圏」という。）  
を越えてこれを提供する   

医療計画における留意事項  

医療法第30条の3第2項第1号に規定する区域（以‾F「2次医療圏」という。）における  
病院の病床数が、厚療計画における定められた当該2次医療圏の必要病床数に既に達し  
ているか、又は、当該申請に係る病院の病床数の増加若しくは病床の種別の変更によっ  
てこれを越えることとなると認められた場合、医療法第30条の7に規定する勧告の対象  
となる。  

しかしながら、総合周産期母子医療センター、地域周産期母子医療センターにおける母  
体・胎児集中治療管理室及び新生児集中治療管理室を含む病棟の病床は、その内容及び  
2次医療圏の状況によっては、医療法施行規則第30条の32の2第1項第1号の病床に該当  
する場合があり、この場合には必要病床数とみなすことができ、勧告の対象から除外さ  

れる。   

周産欄医療システムの見直し  

周産期医療システムについては、概ね5年後を目途として検討を加え、必要があると認  
める場合には、周産期医療体制の変更等所要の措置を講ずるものとする。  
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二 各論的事項  

1周産期医療システムの一般的内容   

周産期医療システムの整備内容として、以下の事項を定める。   
（1）総合周産期母子医療センター、地域周産期母子医療センターの設置数、設置施  
設、診療機能、病床数及び確保すべき医療従事者   

（2）周産期医療情報センターの機能、情報収集・提供及び相談体制   
（3）周座州医療にかかる研修体制、対象及び内容   

2周産期医療システムの具体的内容   

（1）総合周産期母子医療センター  

ア 機 能  
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（ア）総合周産期母子医療センターとは、相当規模の母体。胎児集中治療  
管理室を含む産科病棟及び新生児集中治療管理室を含む新生児病棟  

を備え、常時の母体及び新生児搬送受入体制を有し、合併症妊娠、  

重症妊娠中寺症、切迫早産、胎児異常等母体又は児におけるリスク  
のl高い妊娠に対する医療及び高度な新生児  

うことのできる医療施設をいう。  
夏
 
 

医療を行   

（イ）同センターは、主として地域の各周産期医療施設からの搬送を受け  

入れるとともに、周産期医療システムの中核として地域の各周産期  

医療施設との連携を図る。   

（ウ）同センターは、原則として周産期医療情報センターとしての機能を  
有するとともに、他の周産期医療施設の医療従事者に対する研修を  
行う。  

イ 整備内容   

（ア）施設数  

総合周産期母子医療センターは、原則として、三次医療圏に一か所  

整備するものとする。  

ただし、都道府県の面積、人口、地勢、交通事情、周産期受療状況  
及び医療施設の所在等を考慮し、3次医療圏に複数設置することが  
できるものとする。   

（イ）診療科目  

総合周産期母子医療センターは、産科及び小児科（母体・胎児痍中  

治療管理室及び新生児集中治療管理室を有する）、麻酔科その他の  
関係診療科目を有するものとする。  

なお、総合周産期母子医療センターに小児外科を有しない場合に  

は、小児外科を有する他の施設と緊密な連携を図るものとする。   

（ウ）設備等  

総合周産期母子医療センターは、以下の設備を備えるものとする。  

a母体・胎児賑中治療管鋸室  

（a）分娩監視装置  

（b）呼吸循環監視装置  

（c）波診断装置（カラードップラ一機能を有するものとす  

（d）その他母体・胎児集中治療に必要な設備  

（e） 
●胎児集中治療管理室は、必要に応じ個室とするこ  

b新生児集中治療管理室  

（a）新生児用呼吸循環監視装置  

（b）新生児用人工換気装置  

（c）保育器  

（d）その他新生児集中治療に必要な設備  

c後方病室  
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周産鞠医療対策整備事業の実施について  

Jヨニ休刊台リ止渠中治潰哲理室の後方病室（悶体・胎児張中治療代即  
室において管理していたもののうち、軽快して管理の程度を緩め  

うる状態となった者及び同室にて管理を必要とする状態に移行す  

ることが予想されるものの現時点では管理の程度が緩やかでよい  

者並びに比較的リスクが低いか又は消失した妊婦、祷婦を収容す  
る室を指す。以下川じ。）、及び新生児盤中治療管理ヰの後方病  

室（新生児集中治療管理室より退出した児、及び点滴、酸素投与  
等の処置を必要とする児を収容する室を指す。以下同じ。）に必  
要な設備。  

dドクターカー  

医師の監視のもとに母体又は新生児を搬送するために必要な患者  

監視装置、人工呼吸器等の医療器械を搭載した周産期医療に利用  
しうるドクターカーを必要に応じ整備するものとする。  
e検査機能  

血液一般検奄、血液凝固系検査、生化学一般検査、血液ガス検  

査、エックス線検査、超薯波診断装置（カラードップラ一機能を  
有するものとする。）による検査及び分娩監視装置による連続的  
な監視が常時可能であるものとする。  

f輸血の確保  

血小板等成分輸血を含めた輸血の供給ルートを常に確保し、緊急  
時の大量使用に備えるものとする。  

り 病床数   

（ア）母体・胎児集中治療管理室及び新生児集中治療管理室の病床数は、  
都道府県の人口等に応じ総合周産期母子医療センターとしての適切  

な病床数を確保することを基本とし、母体・胎児集中治療管理室の  
病床数は6床以上、新生児集中管理室の病床数は9床以上（12床以  
上とすることが望ましい）とする。ただし、3次医療圏の人口が概  
ね100万人以下の場合にあっては、母体・胎児集中治療管理室の病  
床数は3床以上、新生児集中治療管理室の病床数は6床以上とする。  
なお、両室の病床数については、以下のとおり取扱うものとする。  
a母体・胎児集中治療管理室においては、これと同等の機能を有す  
る陣痛室のペットを含めて数えることとして差し支えない。ただ  
し、この場合、陣痛室のペットを含めない病床数は6床を下回る  
ことができない。  

b新生児集中治療管理室に係る病床数は、新生児用人工換気装置を  
有する病床について数えるものとする。   

（イ）母体・胎児集中治療管理室の後方病室は、母体・胎児集中治療管理  
室の2倍以上の病床数を有することが望ましい。   

（ウ）新生児集中治療管理室の後方病室は、新生児集中治療管理室の2倍  
以上の病床数を有することが望ましい。  

エ 医療従事者   

母体・胎児集中治療管理室及び新生児集中治嘩管理室は、24時間診療体制   
を適切に確保するために必要な以下の職員を確保することが望ましい。   

（ア）母体・胎児集中治療管埋室  

a24時間体制で産科を担当する複数（病床数が6床以下であって別  

途オンコールによる対応ができる者が確保されている場合にあっ  

ては1名）の医師が勤務していること。  

b母体・胎児集中治療管理室の全病床を通じて常時3床に1人の助産  

師又は看護師が勤務していること。  
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周産糾「ウ三纏対賓整備事業ク）実施について   

（イ）新生児集中治療管理室  

a24時間体制で常時新生児を担当する医師が勤務していること。  

b常時3床に1名の看護師が勤務していること。   

（ウ）新生児集中治療管理室の後方病室  

常時8床にl名の看護師が勤務していること。   

（エ）分娩室  

助産師、看護師が病棟とは独立して勤務することを原則とする。  

ただし、母体・胎児集中治療管埋室の勤務を兼ねることは差し支え  

ない。  

オ 周産期医療情報センター   

総合周産期母子医療センター等に、周産期医療情報センターを設置し、、地   

域周産期母子医療センターと電話回線等により接続することにより、周産   

期医療システムの運営に必要な情報の収集を行うとともに、医療施設、地   
域住民等に対する情報提供、相談等を行う。   

なお、本システムで収集された情報のうち、周産期医療の状況把握に必要   
と認められる情報について項目を定め、定期的に収集するとともに、これ   

を周産期医療協議会へ報告し、同協議会において協義の上、医療機関筆に   
公表するものとする。   

（ア）整備内容  

a周産期救急情報システム（必置）  

周産期医療に関する静療科別医師の存否及び勤務状況、病床の空  
床状況、手術、検査及び処置の可否、重症例の受入れ可能状況並  

びに搬送に出向く医師の存否等に関する情報を収集、提供する。  

b周産期医療情報システム  

周産期救急情報システムに加え、産科及び新生児の医療に関する  
各種情報を収集整備し、地域における周産期医療のデータ解析、  
評価を行うシステムを整備するよう努める。   

（イ）情報収集の方法  

aコンピューター等による収集（毎日定時及び随時必要なもの）  

b電話、FAX等による収集（情報の変動が比較的少ないもの）   

（ウ）情報提供及び相談  

地域の周産期医療関連施設に対し、以下の情報提供及び相談を行  
う。  

a 
周産期医療に関する基礎的知識、最新の技術及び医療機関から依  
頼された検査の結果  

b適切な受け入れ施設の選定、確認及び回答等  

力 周産期医療関係者研修   

部道府県は、総合周産期母子医療センターにおいて、地域周産別母子医療   

センター、地域医療機関等の医師、助産師、看護師及び准看護師に対し、   
周産期医療に必要な専門的・基礎的知識、技術を習得させるため、到達目   
標を定め、その研修を行う。   

（ア）目 標  

a周産期医療に必要とされる基本的な知識、技術を習得させる。  

b警雪ぎ要する患者に対する的確な判断力及び高度な技術を習得さ  

地域周産期母子医療センターの医師に対しては、最新の医学的技  
術を習得させる。  

C   

（イ）研修の内容  
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倒産期医療対策室鳩事業の実施について  

a席 料  

（a）胎児及び母体の状況の適切な把握と迅速な対応  

（b）産科ショックとその対策  

（c）妊産婦死亡とその防止対策  

（d）佃王切用の問題点  

b新生児  

（a）新生児蘇生法  

（b）新生児の緊急手術  

（c）ハイリスク新生児の迅速な診断  

（d）新生児管理の実際  

（e）退院後の保健指導等  

（2）地域周産期母子医療センター  

ア 機 能  

（ア）地域周産期母子医療センターとは、産科及び小児科（新生児診療を  
担当するもの。）等を備え、周産期に係る比較的高度な医療行為を  
行うことができる医療施設をいう。  

同センターは、地域における周産期医療施設と連携を図り、入院及  
び分娩に関する連絡調整を行うことが望ましい。  

（イ）  

イ 整備内容   

（ア）施設数  

地域周産期母子医療センターは、総合周産期母子医療センター1か  
所に対して数か所の割合で設けるものとし、1つ又は複数の2次医療  
圏に1か所ないし必要に応じそれ以上設けることが望ましい。   

（イ）診療科目  

産科及び小児科（新生児診療を担当するもの。）を有するものと  

し、麻酔科及びその他関連各科を有することが望ましい。   

（ウ）設 備  

a産科には、緊急帝王切開術等高度な医療を提供することのできる  
施設及び以下の設備を備えることが望ましい。  
（a）分娩監視装置  

（b）超音波診断装置  

（c）微竃輸液装置  

（d）その他産科医療に必要な設備  

b小児科等には新生児病室を有し、次に掲げる設備を備える新生児  
集中治療管理室を設けることが望ましい。  

（a）新生児用呼吸循環監視装置  

（b）新生児用人工換気装置  

（c）保育器  

（d）その他新生児集中治療に必要な設備   

（エ）医療従事者  

以下の医療従事者を配置するよう努めることが望ましい。  

a産科及び小児科（新生児診療を担当するもの。）は、それぞれ24  
時間体制を確保するために必安な職員  

b産科については、帝王切開術が必要な場合30分以内に児の娩出が  
可能となるような医師及びその他の各椛職員  

c新生児病室には、以下の職員  
（a）24時間体制で小児科を担当する医師が勤務していること。  
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周産期医療対策整備事業の実施につし、て  

新生兄娘中治療管理室には、常時3床に1名のれ．甘肺が勤務  
していること。  

後方病室には、硝甘摘床に1名の看護怖が勤務しているこ  

と。  

（b）   

（c）  

ウ 連携機能   

地域周産期母子医療センターは、産科に係る開放型病床を保有するなど、   
地域の周産期医療施設との連携機能を有し、症例検討会等を開催すること   
が望ましい。  

′ilO首）  
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轟撃市立病院の分娩問題：都留市長「市立病院で分娩   

縫続を」／山梨  

竃ヨ書寺閻  10月19日12韓1分配信   

◇陳情に山梨大、「医師派遣困難」  

県東部地域で唯一出産ができる都留市立病院（同市つる5、140床）で来年3月か  

ら分娩（ぷんべん）ができなくなる可能性がある問題で、小林義光市長ら約20人は1  

8日、市民約2万人の署名を山梨犬医学部付属病院（中央市）の豊和彦煽院長らに  

手渡した。同大医学部による産婦人科医の引き揚げ方針が“産科消滅”の原因だが、  

星病院長は「全国的に産婦人科医の成り辛が非常に少なく、後任が見つかりにくい」  

と話し、派遣継続が極めて難しい状況であるとした。  

都留病院などによると、同学部は今年3月、安全な分娩に必要な麻酔科の常勤医  

が確保できない場合、08年4月以降の産婦人科医の派遣は困難との方針を提示。こ  

のため、都留病院は8月から、来年3月21日以降に出産予定の分娩予約を休止し、  

麻酔科の常勤医を探しているが、見つかっていない。   

一方、星病院長によると、富士■東部地域では都留病院を含め計3病院に産婦人科  

医を同大医学部から派遣しているが、すべての病院への派遣鮭続は無理なため集  

約化を考えているという。   

小林市長や市議、都留病院の大原毅名誉院長らが陳情。星病院長は医師の派遣  

経続が極めて難しいとしたうえで、「麻酔科医だけでなく、助産師や小児科医などを含  

め、（分娩に対して）万全な態勢が取られているかといったトータル的な問題」と話し、  

麻酔科医の確保が産婦人科医の派遣怒続に直結するわけでないことも明らかにし  

た。   

一行は、横内正明知事にも署名を渡し、東部地域に分娩可能な病院を残すことを  

要望。横内知事は「地域バランスに配慮してほしいと考えており、経続できるよう努力  

する。万一、分娩継続が難しくなっても、妊婦が安心できるようなネットワーク作りをし  

ていくjと応じた。【藤野基文】  

10月19日朝刊■  
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平成19年12月15日  

声明   

周産期医療提供体制の危機的状況を打開するために  

周産期医療提供体制の危機的状況を打開し、我が国の母子の生命と安全を確保する  

ために、現場の医師、医療スタッフは過酷な勤務条件下で、懸命に働いています。  

日本産科婦人科学会は現場の医師を支援し、この領域の明るい未来を切り開くこと  

を目途として、以下の声明を発表し、関係語方面の皆様に一段のご尽力を要望いた  

します。  

社団法人 日本産科婦人科学会  

理事長 吉村 泰典  

⑳ 政府は、今回の診療報酬改定における産科、小児科医療に対する重点的評価の実施   

の目的が、高次周産期医療を提供する病院で現に産科、小児科診療に従事している   

勤務医の負担を軽減し、待遇を改善することにあることを、明確に示していただき  

たい。  

⑳ 都道府県は、各病院が現場の医師の勤務条件の改善と適正な報酬の支給を講じるよ  

うに、指導ならびに誘導を行っていただきたい。  

◎ 地域で高次周産期医療を提供している病院は、診療報酬改定における重点的評価と   

いう形で、今回その国家的な必要性が確認された地域周産期医療の緊急的確保のた   

めに、周産期医療に従事する現場の産婦人科医、新生児科医、麻酔科医の勤務条件   

の改善に努めるとともに、（「時間外救急対応手当」「時間外手術手当」「時間外分娩   

対応手当」「時間外緊急処置手当」等の形で）救急対応への適正な報酬を支給して  

いただきたい。  

⑳ 報道機関ならびに国民の皆様には、国民の生命と健康を守るために現場で懸命に働   

いている医師、医療スタッフヘのさらなる支援をお防いします。そして、今回の周   

産期医療提供体制を確保維持するための施策が適切に実行されるよう監視すると ヽ   

ともに、我が国の医療体制が現在の危機を乗り越えて、さらに発展していくための   

国民的な議論に積極的に参画することをお願いいたします。  
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日本産科婦人科学会は、危機に瀕したわが国の周産期医療を守るために、すべての  

産婦人科医、医療関係者、行政当局とともに、今後も努力を続けてまいります。全  

国で行われつつある様々な取組に対しては、個々の施策の実効性を、学会の立場か  

ら科学的に検証することを通じて、行政の支環を行います。そして、一日も早い安  

定した周産期医療体制の確保を目指してまいります。  

⑳  
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⑳ 今回の声明を発した理由  

＞ 日本産科婦人科学会では平成19年7月9日に柳澤伯夫厚生労働大臣に「産科医療   

提供体制の危機的状況を打開するための緊急対策に関する陳情書」を裸出し、そ   

の中で、ハイリスク分娩管理加算の改定を要望いたしました。この要望は、「地域   

周産期医療の基盤となる地域周産期母子医療センターおよびそれと同等の医療提   

供を行っている基幹病院に対して、適正な診療報酬上の評価を行い、高次周産期   

医療に従事している医師に対する適正な評価と報酬の支給が円滑に行われるこ   

．と」を目指したものです。  

ゝ その後、厚生労働省でご検討いただいた結果、中央社会保険医療協議会、社会保   

障審議会でのご審議を経て、「産科やノj甥科の勤務医の負担軽減を「緊急課題」と   

位置づけ、卿」最終的に検討  

されている段階となっております。このような流れは本学会の要望に沿ったもの   

であり、政府、厚生労働省はじめ関係諸方面の方々のご尽力に深く感謝いたして  

おります。  

＞ 現在全国で中堅医師の現場からの離臥 さらには基幹病院の上級医の定年前の退   

職が認められており、それは地域医療に深刻な打撃を与えています。事態の進行   

を回避するためには、目に見える待遇の改善が必要であるのは明白です。このた   

め、周産期医療提供体制の危機を乗り切るためには、今回の診療報酬上の重点評   

価に加えて、さらに一段の施策が必要不可欠と考えられます。病院の収入増が直  

ちに現場の医師の負担軽減につながり、過酷な勤務条件の医療現場で現に産科、   

新生児医療を提供している医師の勤務条件と待遇が改善するわけではないからで   

す。地域基幹病院の多くは、総合病院として、他の（やはり救急医療に従事する）   

診療科を擁しており、周産期医療を担当する医師だけを優遇することには、現場   

の理解を得られにくいこと等、診療報酬が増えてもそれを周産期医療に従事する  

医師の待遇改善に用いることを困難にする様々な事情を抱えています。  

＞ 従って、今回の診療報酬改定の目的を達成するためには、政府が診療報酬改定の   

中で産科、小児科への重点評価を行うこととした目的を明確に示し、それによっ   

て、各病院がその趣旨に沿って最大限の努力を払うように促すことが必要です。   

そして、地域の医療提供体制の確保に責任を有する都道府県は、各病院が、現に   

存在している様々な困難を乗り越えて、周産期医療提供体制の安定的確保のため  

に必要な施策である、現場の医師の勤務条件の改善と適正な報酬の支給を講じる  
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ように指導ならびに誘導を行い、またそれが実際に行われていることを監督する  

必要があります。ちなみに、栃木県では既に、rハイリスク分娩受入促進事業」と  

いう施策が実施されております。また、東京都でも、都立病院の産婦人科医師不  

足への対策として、給与の改善、女性医師の継続的就労のための諸施策等、医師  

が働きやすい勤務環境の整備にむけての取組がなされつつあります。  

＞ 国民の皆様、報道機関の方々にお願いいたしたいことは、診療報酬の増加分が患  

者横並びに国民の負担によってまかなわれることをご認識いただいた上で、政府  

と都道府県、そして現場の病院が今回の施策を適正に実行するように、見守って  

いただくことです。お産は地域医療の重要な一部です。周産期医療危機は全国的  

現象であり、すべての都道府県で、適切な施策が実行される必要があります。問  

題があれば、それを迅速に指摘していただくことが必要です。  

＞ 日本産科婦人科学会は今回の改定が、周産期医療危機打開のための転換点となる  

ことを目指しています。関係諸方面の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。  
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各地域における取組の例：  

栃木県：ハイリスク分娩受入促湛事業の概要  

1事業の概要   

中核病院等におけるハイリスク分娩の受入先を緊急的に確保するため、協力指定病院  

において、登録産科医師がハイリスク分娩を実施した場合、県が一定の助成を行う。  

2 用語の定義  

（1）ハイリスク分娩とは  

保険診療の対象となる異常分娩をいう。  

（例） 帝王切開、吸引分娩、甜子分娩  

（2）協力指定病院とは  

ハイリスク分娩の受入に協力する病院で、知事が指定した病院。（国が開設する病院  

は除く）  

（3）登録産科医師とは  

協力指定病院に勤務する産科医師で、事前に知事へ登録したもの。  

3 事業の内容  

（1）補助金交付対象者  

協力指定病院  

（協力指定病院：ハイリスク分娩を実施している12病院）  

指定予定の病院一覧   

① 大田原赤十字病院   

② 国際医療福祉大学病院   

③ 上都賀総合病院   

① 日光市民病院   

⑤ 済生会宇都宮病院   

⑥ 芳賀赤十字病院   

⑦ 自治医科大学附属病院  

（診 下都賀総合病院   

⑨ 小山市民病院   

⑩ 濁協医科大学病院  
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⑪ 足利赤十字病院  

⑫ 佐野厚生総合病院  

（2）補助対象事業   

協力指定病院において、登録産科医師がハイリスク分娩を実施した場合、県が助成   

を行う。  

（3）補助金   

ハイリスク分娩を実施した協力指定病院については、登録産科医師1人について5   

千円を基本額とし、ハイリスク分娩1件当たり1万円を上限として県が助成する。  

（4）登録産科医師への手当支給   

協力指定病院は、助成された補助金を、ハイリスク分娩に従事した実績に応じ登録   

産科医師に対し手当として支給することとする。  

4 交付申請及び交付決定の時期   

件数が確定できる年度末とする。   

補助金の支払いは精算払いとする。  

5 その他   

補助金の詳細については別に定めるところによる。   

この事業は平成19年7月1日から実施する。  

3年間の補助事業とする。  
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東京都「都立病院における医師確保総合対策（案）」  

1）給与の改善   

（ア）指導医業務手当の新設  

① 東京医師アカデミー開講に伴う業務負担増に対応  

②1日4500円   

（イ）異常分娩業務手当の新設  

① 異常分娩に従事した産科医師の過重労働への対応  

②1回につき4750円   

（ウ）確保困難度に着目した給与改善  

① 産科医師等  

2）勤務環境等の整備   

（ア）ワーク■ライフ・バランスを可能とする勤務環境整備  

① 育児期の短時間労働制度の導入  

② 24時間院内保育の導入   

（イ）診療に専念できる体制整備  

① 医療クラークの導入   

（ウ）医療リスクへの体制整備  

① 病院賠償責任保険加入  

② 医師免許を有する弁護士の任用  

3）計画的な育成・確保（中長期策）   

（ア）東京医師アカデミーの開講   

（イ）総合診療能力と高い専門性を兼ね備えた若手医師の育成と確保  
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国審の産科麻酔  

川島康男■  
帝京大学【天草矧舶1呼搾宗鑑   

麻酔の分野における進歩は，同価蘭の柊覇管理を  

含めて欧米のみならず日本の一部の施設でも著し  

い．また．厳しい人的環頓にもかかわらず着実な  

努力を持続している施設ら散見される．こうした  

背祭をもとに特集「産科麻酔はいま」を企画した．   

二の特集にあたって，日本麻酔科学会の麻酔関  

連偶発症例調査に措く関わっている立場から．  

1999年の調査から追加さ九た手術部位別統計の  

データを用いて，日本の産科麻酔の現状を笥介す  

る放任があると考えた．  

1．日本における分娩致と  

帝王切開敬  

啓生省読計栴鞍部「平成11年塩味施設調査」  

がわが周の一触病院．一般診僚所における全分娩  

致．帝王切開致の俵新情報を棲供している2I  

（Tab】el）．この調査は1999年9月1日－30日の  

1カ月閑に限られているので．この欽伍を12倍し  

て年I即位定数をi汁斉した．全分娩款は1，09Z，672．  

は じめに   

日本の臨床麻酔において．麻酔科専Pl医が敢も  

貢献の少ない分野が産科麻酔であることに異論の  

ある方は少か、であろう．産婦人科を主たる横枠  

科とする医師の歓は11．000人で．約2．3DOの柄  

院と約6．800の診療所に散らばっており．1施設  

の産婦人科医の歓は平均l．2人と邦吉されてい  

るII．こうした施設全ての産科麻酔に林酔科医が  

関与することはもちろん不可能であろうが．釣  

2．300とされる病院での莱献在はどうであろう  

か．一方で麻酔科専門医の絶対数の不足があl）．  

他方で緊急性の高い帝王切口馴二隋えて．365El問  

の当直あるいは拘束体制をとり縛る麻酔科医の定  

員枠を有する施設が限られていることから．ここ  

でし対応に限界があることは避けられない．2J  

時間の関与が求められる経緯分娩の痔偏管理への  

貢献はさらに少ないと考えらゴtる．しかし．産科  

－Yasuo Kaヽl・aShima  

〒173－8605 月〔賦払較恰l別口貫2－1卜l  

帝京大学医学部麻酔科学説也：客員教授  

TabIelDeliver〉・andCesareanSectionperMonthinJapan，IryouShisetuChousa  
ByouinHoukoku，MinistTyO†Health，LAboTandWe］fare・19992I  

● ●一 ▲‘ 
． ．＿． ．． 

Deli＼・訂〉・tA）   50．959  jO，097  別．056  l．092．672   

Cesareansection（B）   8．852  4，571  13．」23  161，076   

B／ARatio（％）   17．4  11．4  14．7   

●：DatawererecordedfrornSeptemberlto30．1999，  
．．：To［alnumberperlm（）nthmultipliedby12・  

臣床麻酔 VoI．26／No．3（2002－3）  44丁   



く特典＞ 産科腐酔はいま  

シェアーは65．2％となる．また，「羽賀1999」に  

おける全手術件故に占める味酔科管理症例数の制  

令は指導病院jl咽で62．0％であった．   

したがって．帝王切開への指導病院麻酔科の関  

与は．ほかの手術と比蚊して異常に低いと結論せ  

ざるを得ない．  ■一一一一  

3．帝王切開における麻酔関連偶発症  

以■■F，日本麻酔科学会「麻酔関連偶凝症例調  

査」の1999年．20DO年通算の解析チータを示す．  

味酔科管理結症例数は1．605．026．帝王切開症例  

数は52，812症例であった．  

1）心 停 止   

帝王切翳剛こおける「全てが帝国」の心停止発先  

率は対1万症例当たリ1、鍋であった．これは帝  

王切周を除く全症例での「全てか原因」の心停止  

発生率6．78より有意に低かった（以下p＜0．05  

で甘封．「全てが原因」は「麻酔管理が原則．  

内牧としての帝王切口きi娩出数は16】．076であっ  

た．帝王切開博昭一敗病院で17．√l％、一般診療所  

で11．4％，全件では1」．7％であった．  

2．日本麻酔科学会指導病院における  

帝王切開致   

1999年の円本麻酔科学会隈幹関連偶発症例調  
査における年間帝王切開症例数は22．676であっ  

た．この値は同年の773指導病院小．手術部位別  

統計を回答した420柄院での誌致なので，指導  

病院全件としての推定額王一切間数は4l，735とな  

る．したがって．指導病院は日  

厚生労勘筍統計によると1999年の全国の一敗  

病院数は8，柑3で，計1．724．70D症例の全身麻酔  

下手術が行わゴtた2｝．「謝率1999Jより推定した同  

年の全指導病院における全身麻酔下手約款は  

l．1別．635症†珂なので，指導病院の全身麻酔の  l 

を 

」」 
」〓 
＝ 

〓い・〓lミ 

ぃ 

瑚 

∵ 
．“ ′ 

〓〓 
〓〓 

∵  

Table2 ListoiTragicOutcomesinCesareanSection（1999＆200G）  

ÅSA  
Outcomes   CriticalIncidents  PrincipalCauses   

PS   

口  Dea山inO．R．   Cardiacarrcst   1E  inhaled  Surgery   massivehemo汀わage   

2  DeathinO．R．   cardiacarrest   3E  epidural  arleS【helic  local anesthetic 
management  intoxica【ioll   

3  DeathlVithin7da〉・S  cardiaca汀eSl   2E  Sphal  preoperative  othercardiovascular   
COmPlication  

1  JE  Other  PreOperalil，e  0血er  

亡Omplkation  

5  hemo汀hagicsh∝k  
COlnplication  

6  suba汀aChnoid  
COmpt；cation  hemorrllage  

u  hemorrhagicshock  
COmplication  

8  pu】m．embol盲smor  
Pa山ologicalevent   atonicbleeding  

9   cardiacarres1   4E TlVA    preoperative  othercentralnerYOuS  

l▼曙elalil，eS【ate  comp】；cat；on  systemdi父aSe  

′  

月 
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日奉の産科京染  

：買丁仁1999」に  

苛脊：モミ例数の渕  

－ ■■－  「 ▲－－▼  

毒蔓東熊手斗の閏  

＝竺．、と詳論せ  

「術中党温の病態が榎田」．「術前合締症か原田」．  

「手術が僚因」のヰ項に細分されているが．その  

うち「味砕管理が榎田」による心停止発生率は締  

王切開でl．1⊥帝王切開を除く全症例では0．61  

で，設依は逆転したが統計学的な有意差は認めら  

3）死 亡 睾   

Table2に死亡あるいは植物状態移行の不幸な  

転帰をとった全9症例そ示した．1万症例当たり  

のイ全てが原則の帝王切閻死亡刺まl．51で  

あった．この俵は帝王一馴胃を捻く含症例での「全  

てが原t末りの死亡＃7」8と有意姜がなかった．  

この帝王切悶死亡率は10に分難した手術部位中，  

陶望・腹壁・全隆10．39）．頭訂i部・咽I喉頭（0．64）  

に次いで放かった．ちなみに死亡率のワースト3  

は，心・大血管77．56．間栂十開眼4j．81．開駒  

13．96であった．   

しかし，「麻酔管理が原因」の死亡率に絞ると，  

帝王切開は心・大血管0．33，関頭0．2＄に次いで  

節3位の0．19となった（Fi女．1）．帝王Ⅶ閲を除  

く手術部1立での死亡率は0．10で．帝王切開との  

有意茎はなかった．   

帝王切開では「林酔管理が原因」は「全てが原  

因」の死亡率の12．5％を占めておl）．帝王切l廿】  

を抜く全症例での死亡率1．5％より高値を示した  

が有意差はなかった．  

帝王切聞では「麻酔管理か原因」は  
・－  ■‾‾   ‾一・・‥－＝－■、－  

れなかった  

「全てが原因」の心停止の60．0％を占めており．  

薩偲発症   

E重篤柁症例詞  

Fチータを示す．  

．書下切開症例  

を除く全症例での9」％と対比して有意  

：三三烏亘こユなし 

2）全偶発症   

帝よ切開における r全てが原田Jの倉偶経庄発  

生牢は対1万症例当たリ14．58であった．これは  

帝王切聞を除く全症例での発生率30．70と有意姜  

がなかった．「恥酔管理が原田」による全偶発症  

発生率は帝王切桝で5．68，その他の全症例では  

6．38であった．帝王切開では「麻酔管理が原凶」  

は「全てが憤同」の全偶発症の39．0％を占めて  

おり，帝王切開を捻く全症例での20．9％より有  

意に高かった．  

．刀・L・抒止発生  

った．ニれは稀  

汚宍．の心停止  

iil下p＜0．05  

萱躍が原田」．  

Craniolomy  

Thoracicsurgery  

Cardlovascularsurgeけ  

Thoracotomy＋lap∂rOtOmy  

しaparotomy  

Cesarean section  

Head．neck．surge「y  

Chest．abd．wall，perineul¶  

Spinalsurgery   

Extremities．periph．vas亡びほr  

哲hemo汀hage  

ニ亡S【hetic  

iニat王ロ11  

コ∫diけ＼・aSCtt】ar  

セユFicshock   

王＝トロnid  

てnage  

そコ裏⊂Shock   

！コ1brllisIT10r  

‾b】亡eding  

rn汀alnervous  

二ClきeaSe  

D  O．Z  O、4  0．6  0．8  1  

Monaliけratepモr10．ODOanesthe抽3  

Fig．1Mortalityrateduetoanestheticmanagernentasto  

surgicatsites（1999＆2000）．  
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＜特集＞ 重科扉幹はいま  

TabIe3 PrincipalCausesofAllCrilicalInc言dentsin  
CesareanSection（i999＆2000）  

PrincipaICau95  Number（％〉   

An鮎【heticmanagemenl  30（39．0）  

】nadequatevigilance   ク  
Mainanes【helicoverdose   ・】  
Highspina】anes仏日ia   川  
LocaIanestheとkinとOXica【jon   2  

HypoYenti【ation   

0止erhumanra亡10r   4  

Equipmenllailure   

Drugoverdose．父Ie⊂tionerror   2  

Swapdrugampu7e   

happropriateairwaymanagement   
Inappropria【etransfus；on／infusion   

Other   

Ⅰ¶traOperativepa山0！og‡calel′eれ【5  12（15．6）  

Plllmonaryembo】ism   3  

Bronchialas山ma   2  

Cen加】れerVOuSSyStem   

AnaphyIaclicshock   2  

Myocardialinrarction．is⊂hemia．spasm  ロ  
0血er   3   

Preoperativecomplic戎tions  Z4（31．2）  

Valbulardisease   

Othercardjovascutar   3  

HemD汀hagicshock   3  

Respiratorycomplication   2  

Metaboli亡／endocr‡nedisease   3  

Sut）ara亡hnoidhemo汀hage   

0【bercbntralnervoussy或em   2  

0血er   9   

Surgery  8（10．4）  

hlassivehemorrhage   8   

Other  3（3，9）   

Total  77（100．8）  

㌧．   

偶発症発生韓例の隙酔法を全身麻酔のみ（24症   

例），．全身麻酔＋区域麻酔（9症例）．区域麻酔の   

み（お症例）の3群に分けたとき，林酔管理が   

原田の偶発症が各l，3，24であったことは，吋  

4）全偶発症の主原因   

Table3に全偶簸症の主原因をまとめた．既に  

述べたように，覆王切聞エは．．摘潮鐙選出魁剋」  

の占める比率か他の手術部位に比較して高かっ  

の中では高位脊椎麻酔がユ0症例と最も  件の安全性に関する閉りは区域麻酔の麻酔管理に  

問噛があることがさらに強力に示唆された．母体  

死亡の最大横田として欧米で指摘きれてきた  

汲囁．窒息，挿菅田姓症例がわが国では2年間で  

1例もない（気遣管理不適切のl例の麻酔法は  

主味酔薬の過見放与j症例（脊椎麻酔3，  

CSEAl）．局所麻酔薬中程2症例  
■＿＿ ＿  

頃外麻酔1）と合わせると．いわゆる  

必ずしも安全とは言い切れない一両が浮上する．  
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日春の壷斡麻酔  

Unevent†uI  
「eCOVerγ   

50．0％  

（A）  

Unevent†山recovery  
8I．8％  

（B）   

Fig，2 0u【comeofcardiaca汀6t（A）andto【alcriticalincidenは（B）  

incesareansecliorI（1999＆2脚0）．  

CSEA）・選出造土  
く全身株酔に有利に影響していると考えられる．  

5）偶発症の乾坤   

心停止および全偶発症の妊婦そFig．2に示し  

た．  

ま と め   

① わが国における年間帝王切問艶は16．000  

で．帝王切開率は1ヰ．7％であった．   

② 日本麻酔科学会指導病院はわか回の全帝王  

切l明の25．9％を担当しているに過ぎないと推定  

される．   

③ 帝王切開では他の手術に比較して；心停  

止，全偶発症の主原凶に占める r麻酔管理か原  

田Jの比率が有正に高く，死亡の主憶因に占める  

未聞での最近の報・告1Iでは，0．75％のナビパ  

カインの硬構外麻酔が軌ヒされた19射年前後各  

5年聞で，帝王切開における区域麻酢の割合が  

57．2％から82．6％へと増加し、麻酔関連死亡率  

が1万症例当たり全身麻酔で0．20から0，32．区  

域聴酔が0．09から0．02へと変化したと報告され  

ており．わが国での脱績と必ずしも一致しない．  

ただ今回の調査方法では帝王切開手㈲こおける麻  

酔法の基本的な分布が把帽できか、ので．わか国  

での其の発生率の評l酎まできない．  

痛撃のみ（24症  

j）．区域麻酔の  

き．麻酔管理か  

ったことは．母  

鴇の麻酔管理に  

唆された．母体  

り点されてきた  

凋では2年間で  

例の麻酔法は  
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く幕讃＞ 産前宗論はい三  

（≧慧1謹皇諾さに品是批餌齢   
2）坪生労勤省：平成11年ほ標施設（静態・動態）調  

査・病院報告の軋兄：2．詮掠等の状況・  
htip‥／／wwwl．mhlw．go・jp／toukei／is⊂99－8／  
kekka2．h【m1   

3）Hawki閏．J．LりⅠく00nれL此，Susan，M・P・H・et  
aI．：Anesthesia－relaleddea止sduringobste【dc  
del行erYintheUnitedStates，1979－1990・Al，eS・  
仙びわJ昭・．86：277－28j．1997・   

j）Nagaya．K・．Fetters．M・D・・Ishikawa・M・etal・：  
causesofmaLernal111OrtalityinJapan・〃）IA・  
283：266l－2667．2000．  

「麻酔管理が原田」の比率も高い傾滴ほ示した，   

④ 全偶発症の「麻酔管理が榎田」に属する主  

原即日，区域麻酔に基づく原田が全身麻酔よりも  

はるかに高く，区域麻酔の管理上改善すべき点が                                   ■ －■」 ＿  －■－     一  
多々捜されていると考え  らjtた．   

⑤ 以上を諾合すると，口車麻酔科学会指導病  
院の産科腹砕における京献はその他の手掛こ比べ  

てはるかに低く．しかも麻酔管理上改普すべき余  
地が大きいことが示された．産科聞からも麻酔科  

底への関与を強く要望さ托ておリl彗二乳門医瀬  

田として強い自覚と努力が望まれる・  

＜n乳山一eArlicle＞ Obstetri亡Aneslhe血恥－r  

Int一山uction   

YasuoKawashima  

β御伽川′〆山一威張頭痛訂∴相和・○伽，g両立力扇〆抽dkJ∫把  
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新生児医療の課題と解決策  

〝不足するNICUと新生児科医の現状〝  

新生児医療連絡会  

杉浦正俊  

【1】我が国における新生児医療の成立  

・新生児が医療の対象となったのは欧米に   

おいても約100年前～社会的最弱者  

・我が国においては戦後～遅れること50年  

・世界で最も低い新生児死亡率を達成  

～平均余命延長への貢献  

優れている理由1二日本発医療技術の開発  

（人工肺サーファクタント、HFOV、他）  

優れている理由2：周産期医療体制の構築  

平成20年11月25日新生児医療連絡会   



【2】新生児医療特有の用語  

・体重による分類   

低出生体重児：出生体重2，500g未満   
極低出生体重児：同1，500g未満   
超低出生体重児：同1，000g未満  

・新生児病棟の用語  

NICU  

GCU   

広義のNICU  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  2   



用語：施設の定義  

・新生児集中治療室（NICU）   
1，小児科学会、産科婦人科学会が規定する狭義のNICU   
「NICUを含む新生児治療施設の基準について、日本産科婦人科学会・日本小児科学会、平成7年（平成   
9年改定）。新生児特殊治療施設はNICU、強化治療室、回復室よりなっている。」   

2，周産期医療対策事業実施要項の規定（厚生労働省）   

3，新生児集中治療室管理加算の規定（社会保険）   

・回復室（GCU、後方病床）   
1，周産期医療対策事業実施要項の規定（厚生労働省）   

2，新生児入院医療管理加算（社会保険）  

以上全体をNICリと呼ぶこともある  

【3－A】近年における新生児医療の危機  

・平成8年（1996年）に開始された周産期医療対   

策事業から12年が経過。  

・近年、各地で母体搬送が困難となる例が報   

道・社会問題とされるようになった。  

・産婦人科医会、マスコミ、厚生労働省、新生児   
医療連絡会、い ずれの調査において   

も、NICU満床が最大の理由とされる。  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  3   



母体搬送受け入れ困難の主因はNICU満床  
周産期医療ネットワーク及びNICUの後方支援に関する実態調査の結果について  

（厚生労働省母子保健課2007．10）   

母体搬送受入ゎく出来なかったケースがあったセンターは、31センター／  

竜効回害42センター  

うら搬送受入が出来なかった理由について回答のあった25センターの理由  

別センター数の割合（複数回害）  

NICU  MFtCU  診察可能  その 
理 由  

嘉床   満床  医師不在   

センター数   22   12   4   

割合（％）   88＿0㌔  48、D㌔  16．01  44．D㌔   

少子化にもかかわらず低出生体重児、   
特に極・超低出生体重児が増加  
総数   1kg兼濾   l．5kg束凛  乙5kg未濃   

平成9年  119166S   2656   7109   93837   

平成10年  lZO3147   2837   722   97612   

平成11年  117ア669   Z876   77S5   9！‖63   

平成】2年  1190S4ア   Z866   7900   102888   

平成13年  l】7066之   3074   7989   102881   

平成14年  l15385S   31Z4   8202   10ヰ31q   

平成15年  ll之3610   3335   8390   10之3ZO   

平成16年  11107之1   3341   8467   104832   

増減率   －6．79   25．79   19．10   l仁7之   

増減率／年   －0．97   ヨニ68   乙73   l．67   

人口動態統計、網塚貴介  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  4   
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超低出生体重児は1．5倍  

出生体重く500gの児が増加   

1蓑1出生体重別入校致の推移  

出生体重  用90年  用g§年  2000年  2005年 対1990比  

く■ 400g  沌  26  

400山鳩9藍  34「了ぎ・◆l10  

うqO599E  l了2rTr230  

600仲も99藍  36ヰ  390  

708…柑9g  ヰ33  48フ  

800山899g  46Z  56t  

988爪99軸  570  ぢ72  

28「石・－ 59 ×3・7  

126  t57 ×4．6  

306  384 ×2．7  

ヰ75  533  

556  572  

60ヲ  糾1  

699  甜1  

2了97  3037 ×1・5  合計  2051   2476  

日本小児科学会新生児調査  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  5   



長期入院症例数  
調査者調査年調査対象回答率  

新生児病床人工呼吸  
（％）   

修正日令  
150以上  

千葉   1994 27N】CU  0．11％   

全国NICU（連   6ケ月以上   

本間  2000 絡会）141  55   184   

産科医会  
（茨） 2003 383NICU   68   130   0．53例  2．80例  4．15％  

新生児医療  
施設（連絡  

連絡会2005会）   58   0．悶例  3．50例  

新生児医療  
梶原  2006 施設296  63．5   163  3．76例   6．60％   

新生児医療危機のまとめ  

・少子化にもかかわらず低出生体重児は増加  

・救命率の上昇と入院期間の増加  

・長期入院症例の増加  

・産科医療体制の変化＝2次症例の集中  

・新生児医療のみならず、産科を含む周産期   

医療全体に影響  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  6   



【3－B】NICU必要病床数の推定  

厚生科学研究費補助金（子ども家庭総合研究事業）「周産期母子医療センターネットワーク」による医療の質  
の評価と、フォローアップ・介入による改善・向上に関する研究  

N【CUの必要病床数の算定に関する研究  
主任研究者藤村正哲、分担研究者楠田聡、  

研究協力者杉浦正俊、多田裕、網塚貴介、内山温、大木茂、和田和子  

【目的】平成8年度事業開始から10年以上が経過、周   
産期医療を取り巻く環境が大きく変化。医療体制整   
備の方向性を示す目的で、NICU必要数病床数を調   
査  

【方法】新生児医療連絡会加入NICUにおける入院数、   
および主要NICUにおける在室期間についてのアン   

ケート調査。出生体重別かつ疾患別の年間発生数   
および平均NICU在室期間を推計。  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  7   



厚生科学研究費補助金（子ども家庭総合研究事業）「周産期母子医療センターネットワーク」による医療の賞  
の評価と、フォローアップ・介入による改善・向上に関する研究  

NrCUの必要病床数の算定に関する研究  
主任研究者藤村正哲、分担研究者楠田聡、  

研究協力者杉浦正俊、多田裕、網塚貴介、内山温、大木茂、和田和子  
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厚生科学研究費補助金（子ども家庭総合研究事業）「風塵期母子医療センターネットワーク」による医療の質  
の評価と、フォローアップ・介入による改善・向上に関する研究  

NICUの必要病床数の算定に関する研究  
主任研究者藤村正哲、分担研究者楠田聡、  

研究協力者杉浦正俊、多田裕、網壕貴介、内山温、大木茂、和田和子   

・年間およそ36β00例がNICUにおける治療を必要  

・現時点でのNICU必要数は約3床／1000出生  
（平成6年に比べて約50％増加）  

・長期入院症例が占める比率は3．85％  

・いわゆる“待機病床”は8．1％  

・緊急的にはNICU病床を2．5床／1000出生、   
すなわち200～500床の増床が必須  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  8   



【3－C】NICU整備の経緯と現況  

．平成8年以降、新生児医療施設の集約化と整備が行   
われた。（それから12年が経過）  

・総合周産期母子医療センター72施設   

地域周産期母子医療センター145施設  

・NICU病床2，012（1．84床／10qO出生小児科学会）  
2，032（1．9床／1000出生社会保険）  
2，341（2．2床／1000出生 医療施設調査）  

・新生児死亡率、周産期死亡率の改善に貢献。   
しかしNICU病床不足が社会問題となっている。  

9   平成20年11月25日新生児医療連絡会  



【4－A】NICUが増えない／増やすことが  

できない理由  

新生児科医の不足  

一新生児医療体制の実質的律速段階－  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  10   



過去1年間に搬送を受けられなかった経験と理由  

母体搬送断り経験  新生児搬送断り経験  

諒．㈱鮮．   
棚撃拍  地車   

脚   

N忙U満床  医療器材不足 医師不在 医師が他児診看護師が他児  その他  
療で多忙  診療で多忙  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  ‖   



汁rニ 

増やしたい   現状で良い  検討した辛がない   

平成20年11月25日新生児医療連絡会  12   



新生児医療資源の充足度に関する緊急調査  
新生児科医不足の現状と将来展望  

・貴施設の新生児医師は  

充足6％ 適切7％ 不足87％  

・医師不足の影響  
医療安全性に影響  73軍  

人院受け入れが困難  40％  

必要な処置が困難もしくは遅れる40些  

合併症など質的予後に影響   38％  

・近い将来的、新生児医師不足は  
より不足63％ 不変13％  充足＝8％  

【4－B】新生児科医不足と死亡率  

一供給量だけでなく医療の質にも関連－  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  13   



小児医療に関する行政評価・監視結果報告書  
（平成19年9月 総務省行政評価局）  

焚串12 平戎8生から＝隻雇ての10年間における家宝莞死亡芸  

・：■  

◆  

∴栃木れ、書山れ、長■弗  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  14   
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都道府県別新生児死亡率とNICU専任医数  
－2003年新生児医療連絡会調査－   

NICU専任医師数（人口100万人あたり）  

．  

＊p〈0．05  l  

丁  

7．39  7＿  32  

何   】  
ヰ．6l  

低い県  平均的な県  高い県   

総務省行政評価局「小児医療に関する行政評価・監視」（平成19年9月）において、低い新生児  

死亡率が常態化しているとされた8都道府県、平均的28都道府県、高い11都道府県  

・整備と集約化が開始されて12年が経過  

・NICU病床数は不足しており、周産期医療体制   
全体に影響を与えている。  

・NICU病床数を維持・確保する上で、新生児科   
医不足が最大の問題である。  

・新生児科医不足は新生児死亡率にも影響し   

ている可能性がある。  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  16   



【5－A】新生児科医が不足する理由  

～医師数の推移～  

新生児科は標樟科でないため、実態把握は困難  

新生児医療に関係する学会会員数で代用すると  

近年横ばいもしくは微減  

（ただし他分野の医師も多数加入）  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  17   



＼  

【5－B】新生児科医が不足する理由  

～過酷な勤務環境（1）～  

・多忙とされる小児科の中でも、過酷とされる領域。  

・連絡会調査によれば、1月の当直回数は6回、   

8割の施設で当直翌日も通常勤務  

（36時間以上の連続勤務）。  

・残業時間を含む推定平均在院時間は   

300時間／月を超える。   

・家庭生活の犠牲が強いられている。  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  18   



他事患家塵⑳両立  

無理の内容  
パートナーの理解  

祖父母・周囲の援助  

当直あけでの家族サービス  

単身赴任  

離婚  

旅行や予定のキャンセル  

計画自体を立てない  

旅行に行ったことがない  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  19   



妊娠・出産選択の自由について  

一約1／4が何らかの圧力を感じている－  

自由：ただし自己責任の下に。  

自分自身として取りにくい（周りに迷惑をかける）。  
困惑：実際の診療はかなり大変なことになる。  

体制が破綻してしまう。  

無言の圧力：女医は妊娠したらいけないとの覚悟あり。  

具体的圧力：退職に追い込まれる。  

新生児科医が不足する理由  

～過酷な勤務環境（2）～  

・過酷な勤務の結果、医療の安全性のみなら   
ず、健康に不安を感じている。  

・進路未定の研修世代を除く、すべての世代に   
おいて、約2／3がいずれかの時点で離職を   

考慮。  

・離職を考慮する理由の大部分は体力的限界。  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  20   
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【5－C】新生児科医が不足する理由  
～医学生が新生児医療に抱くイメージ～  

・医学生の多くが”生命の誕生に立ち会え   

る”事に魅力を感じ、’’予後不良が多い”こと   

に抵抗を感じている。  

・医学的理由以外にも、”重労働”、’’時間が不   

規則’’という勤務条件を問題視しており、  

・”勤務環境の改善”、特に女子においては”出   

産育児の支援’’を求めている。  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  22   



医療に抱くポジティブなイメージ  新生児   
（4年生二臨床実習前）   

生命の誕生に立ち会える  

子供を育てる楽しさがある  

全人的医療ができる  

最先端医療ができる  

地域医療ができる  

誇りを持って働ける  

」二  

■  

⊥  叩  
その肘2 「  

り■i；  Jげl；  iけl；  ‘iげ毛；  

＊生き甲斐を感じられそう  

に抱くネガティブなイメージ  新生児医療   
（4年生：臨床実習前）  

予後不良が多い  

少子化で将来性ない  

新生児しかみれない  

時間が不規則  

重労働である  

収入少ない  

その他■  
■■臓  

√＝ノ  ごり1う  与りr11  （㌫廿1  

＊トラブル・訴訟が多い2、難しそう1、後遺症が残る1、死に立ち会う1  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  23   



【5－D】医育機関における   

新生児医療の現状  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  24   



医育機関りト児科における  

新生児学を専門とする教員の比率  

分科会  
教授   

助教授   講師  会員数  
＊   

国立大学   4．9％1   
法人  

5．0％1   11」8％   

公立大学  20．0％   41．2％   17．2％   15．7％  

私立大学  14．5％   18．3％   16．3％   

＊小児科学会分科会のなかで未熟児新生児学会会員数が占める割合  

（医育機関名簿2002～03より）  

25   平成20年11月25日新生児医療連絡会  
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【6－A】新生児科医を確保するために  
～標模科としての実態把握が必要～  

・周産期医療システムは産科と新生児科より   

構成される。  

・周産期救急＝産科、小児救急＝小児科、   
と理解すると、周産期救急を構成する新生児科が   
把握困難となる（産科と婦人科の関係に類似）。  

・新生児科の問題は1次から3次にわたる   

全産科診療に影響する。  

→新生児科の実態把握及び、施策に反映する必要  

27   平成20年11月25日新生児医療連絡会  



新生児科医（neonatologist）  

・小児科医、産婦人科医などを背景とする  

・小児科学会の一分野（標模科としては未認知）  

・救急医療システムでは小児救急と別分野  

小児循環器、小児感染症、  

小児神経、小児アレルギー、など………小児救急  

新生児・・・tt■・・＝…………－・・・・・＝・ 周産期救急   

・1次から3次の産科医療構築に必須、公共サービス   
に近い  

・米国では正常新生児を含む広域な業務  

必要な新生児科医師数の試算（例）  

・算出方法により大きな幅が存在  

・様々な仮定を前提に算出すると   

→およそ1500～2300名必要  

・新生児専任医師数の現状  

948名（小児科学会2006）  

925名（新生児医療連絡会2003）  

●現在の1．5～2倍以上の人員が必要となる  

平成20年11月25日新生児医療連絡会  28   



NICU病床整備に必要な新生児医師数の  

算定根拠（詳細）   

出生1000人あたり3床のMCUを整備するために必要な医師数  
総合周産期母子医療センターに必要な医師数  

仮定1：3次医療圏（人口100万）あたり1箇所整備するとして100ケ所  

仮定2：専任医師による1人当直 7名／施設  

仮定3：当直1名で管理可能な病床数12床／施設とすると  

→1200床、医師700名   

地域周産期母子医療センターに必要な医師数（計算例1）  

仮定1：残り1800床をすべて9床のN】CUで整備（医療圏のサイズを無視）  

仮定2：小児科学会地域小児科センター病院基準案  

（4名／MCU9＋GCU18床）で配置  

→1800床、医師800名、ただし医療圏のサイズは考慮されていない   

地域周産期母子医療センターに必要な医師数（計算例2）  

仮定1：小児科医療圏396ケ所（実数）  

仮定2：1ケ所あたり4名  

→1800床、医師1600名  

【6－B】新生児科医を確保するために   
～緊急避難的にインセンティブ付与が必要～   

・新生児科医不足によるNICUの閉鎖■縮小。  

・緊急避難的に金銭的インセンティブも考慮する必   

要あり。  

・同時に勤務環境の改善を推進  

→時間外勤務の適性化（時間外手当の全額支給に  

よるインセンティブと、交替勤務制への誘導）  
→交替勤務制の導入  
→医師負担軽減策の導入  
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（読売新聞）  

救急■産科医師確保対策  

診療1回で1〟9Tlリ支給 夜問診療の救急医に  
．こシ）∴＿1－ス（二↑ナ。▲て再掲′l雄｛  

記車：北岡適＝社  
揖倶：j＝－盲ー通信用：   

【：00納三8日ヱ6‖】  

1ゾ′巨労働相ま2（‖I、200日隼度卜持で新たに要求する医師不足   
灯策の畏怖案をホした 

救急病院の勤務医に対し、酬削二恩賞を診療した場合に最高で ＝‖I  

、11たり1ガ8G5リH、休トl川棚肛圭lノ∴i570ltJのf、1托拾Jノ・と  
は別に友拾する。雁井‖）iに対しても、‖い圭】い＝こつき1ノ才一1を友拾。  

いず右－も国が3分のⅠ宣舟相中ト㌃＝ 柁ろ3乞け＝＝引取道府県、車町   
り、病続側で；川けろとしていろ 
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【6－C】大学横断的・地域横断的  

新生児医師養成の必要性  
◆従来は：′′医局′′が医師養成をコーディネート  

（医師の時間的・空間的不整合性の微調整機能も果たしていた）   

◆新医師臨床研修制度以後は：コーディネート機能の消失  

→医局への回帰or都道府県による養成 等の検討  
新生児医療のような特殊分野にはいずれも小規模   

◆第三者機関による大学横断、地域横断的研修コーディネート  

1）専門研修の支援（学会OB医師による後見人制度）  

2）休職医師の復帰支援  

3）ワークシェア、地域再配分を含む就業支援  

学会・専門医制度と密接な関係をもつ必要あり  

NICUの不足に対する都道府県の認識  
周産期医療ネットワーク及びNICUの後方支援に関する実態調査の結果について  

（厚生労働省母子保健課2007．10）  

全体では MCUが（ほぼ）充足：20自治体（43％）、  

把握していない：13自治体（28％）、  

不足：14自治体（30％）  

新生児死亡率  

い鼎  平均的な熱  高い県   

NiCU不足している（㌔）   50   2l   36   

後方支援不足している（㌔：）   83   5ヰ   ヰ5  

・∵  
逆関係にあることに注意！  
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簡産靭救急用軸  
霜 号  新道府鼎  間産期医 協雉会の裏 直の有≠  N】CUの充足状況    MFTCUの充足扶三父    周産糊医療 闇株巻繊修 の実施の有  

舞        充足  不足  兼把櫻  充足  不足  束把擢   設置の零■  他システムとの連携  

北海通  ○  0  0  ○   ○  一般の救急正作のシステム  
■羅県  ○  Cl  ○  0   ○  一般の敷愚直環のシステム  
3  岩手県  ○  （⊃  ○  ●   ○  ■   ■  
1  宮城県  ○  Cl  C】  ○   0  一般の微患医療のシステム  

5  観田県  0  （〕  0  （⊃   Cl  一般の把眉眉Ⅶのシステム  

6  山形環  C〉  0  （⊃  ヽ   X  

相島県  ⊂〉  ○  ○  ○   （⊃  一般の絶息展標のシステム  

d  茨城県  C・  0  0  ○   ○  一軒の杜急医環のシステム  
9  栃木県  0  （⊃  Cl  ○   ⊂）  一般の救急医彼のシステム  

1小  群馬県  Cl  （〕  ⊂〉  （〕   ○  ■独  
増玉県  X  Cl  0  
†2  千葉県  Cl  0  ○   Cl   
13  東京都  ○  Cl  0  0   ○  単独  
り  神奈川県  ○  0  ○  （⊃   0  一般の救急原像のシステム  

新潟県  0  0  0  （⊃  一般の救急医療のシステム  

川  書山県  Cl  0  0  0   0  一般の救急医環のシステム  

】了  石川県  0  0  0  0   0  旦独  

柑  福井れ  C〉  CI  0  0   （〕  一般の救急医瞭のシステム  

19  山梨県  0  0  ○  ○   0  懐妊  
20  曇粁県  0  ○  ○  0   ○  一般の救急正優のシステム  
21岐阜県  

0    O t    ⊂〉     ヽ   

C】  一般の微急露頭のシステム  

周産期医療       の後方支援に関する実態調査の招果について      、ツトワーク及びN  
（厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課2007）   

平成20年11月25日新生児医療連絡会  32   



胎児】新生児適応による搬送先選定例  
（ある新生児科医師の個人的な選定方法）  

総合冊立期母子医＊センター  近隣の地域周産期センター ネット外    その他  
人  8    G D E F G H I J  lく  L M N  

早1重児【ZZ】ZJ】8J  U  19    U  しノ  U  △  U  q辺  △  X  X    X  此＝ 批f  
使先 を優先   

故にいったん収容．分娩  
が近づいた時点で胃搬送  
することも（ただし、間に合  
わないリスクあり）   

他疾患を他疾患  
早産児（24－28週）  0  0   0  0  0  0  0  0  0  O  x   x   優先 を優先  

早l蔓ユ記しZ8‾一旦ノ  U   しノ    U   U   U   U   U   U   U  U  l■   ■   

1巴！笑患き1巴1舞缶 優先 を優先  ；肌王児雅1重力、叫▼Eな地平 ならば、近隣2次施設に収  
容し、出生後新生児搬送  
することも考慮   

小児外科疾患疑い ICDH重症二ECMO）  

0   0  0  ◎  0  0  ×  O  

X X X X X X X X  

0   0  0  ◎  0  0  ×  ○  ◎   ◎ △    ◎ ◎    ◎  

X  ◎   ○  △  虚 ×  ○  ×  X   

X  ◎   △  △  ○  ×  △  ×  ×  ◎   ○  （）   △  P病院、◎lで分娩→0病院  

◎0大字．◎R大学 近隣施矧こ収容し、尊重云  
0   0  0  Cl 0  0  〉く  ○  脳外科疾患蹟しヽ  

上記が合併するときは、その組み合わせで判鮪  ○：母体搬送、●：新生児搬送  

空床がある施設を優先するが、必要時は○×にかかわらず交渉（矧二分娩まで時間がある場合）  
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